
 免疫チェックポイント阻害薬(オプジーボ、キイトルーダ、
ヤーボイ、テセントリク、イミフィンジ)に見られる免疫関連
副作用(irAE)は、殺細胞性抗がん薬などにみられる副作用とは
異なります。

 出現時期、タイミングが予想できないため、長期間投与され
ている場合、患者様本人がirAEと気付かない恐れがあります。

当院では、irAEの早期発見のために、初回投与は4泊5日の
教育入院を行っています。
薬剤師は、詳細な副作用説明と副作用チェックシートを用いて、
irAEの自己チェックができるように指導しています。
⇒2回目以降、外来治療へ繋げています。
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＜緊急性を要さない＞
大阪南医療センター薬剤部
ホームページに掲載されて
いるトレーシングレポート
(ICI副作用報告用)にて報告

＜緊急性を要する＞
受診を勧める

※患者様への配布資料一部抜粋

【ICI副作用チェックシート】

免疫チェックポイント阻害薬(ICI)
投与中の患者様への対応について

★来局時に患者様からICI副作用チェックシートを提示
された場合は、内容を確認していただき、下記の対応
のご協力をお願い致します。

※副作用チェックシート一部抜粋


